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    当当当当社社社社をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく経経経経営営営営環環環環境境境境とととと経経経経営営営営目目目目標標標標

本年３月２１日，部分的な小売自由化や，

経営の自主性尊重を盛り込んだ電気事業法

が施行され，電力小売を巡る本格的な市場

競争が始まることとなりました。

当社は，電気事業を取り巻く厳しい経営

環境に的確に対応していくため，マーケット

指向を一層徹底し，価格競争力の強化に努め

るとともに，強固な経営基盤の確立を図って

いかなければならないと認識しております。

このため，これまで取り組んできた経営

効率化をさらに一歩進め，新たな視点から

北陸電力グループとしての経営目標を掲げ，

個別提案型マーケティング活動の強力な展開，

本店の機構改革やグループ体制の再構築，

ＩＴ（情報技術）の積極的活用，設備投資，

諸経費等の一層の削減などの諸方策を逐次

実施に移しているところでございます。

このたび，先行きの経営効率化の成果に

ついて所定の見通しを得ることができました

ので，金利水準の低下なども反映し，お客さま

に，より低いコストで，より快適に当社の電気

をお使いいただきたく，１０月１日より電気

料金の引下げを実施いたします。

選択約款につきましても，本年３月に届出い

たしましたメニューに加え，お客さまの多様なニ

ーズや電気のご使用実態によりきめ細かくお応

えできるよう，メニューの充実に努めておりま

す。

◆新たな料金メニュー
a.11 年 12 月発表(自由化部門)

料金メニュー 対象 実施年月
特別高圧電力Ⅱ
(ハイランド契約)

業務用
産業用

12年 4月

特別高圧季節別時間帯別電力Ⅱ
(スーパーナイト契約)   〃   〃
業務用特別高圧
ウィークエンド契約

業務用   〃

b.12 年 3 月発表(非自由化部門)
料金メニュー 対象 実施年月

業務用ウィークエンド契約 業務用 12年 6月
季節別時間帯別電力Ⅱ 産業用   〃
ホワイトプラン電力Ⅱ 融雪用   〃
蓄熱調整契約 業務用

産業用
  〃

均等支払料金契約
(にこにこあんしんプラン)

電  灯
深夜電力

12年 4月

c.12 年 9 月発表(非自由化部門)
料金メニュー 対象 実施年月

季節別時間帯別電灯(ｴﾙﾌﾅｲﾄ 10)
[付帯措置:200V電化契約
               (ｴﾙﾌ V ﾌﾟﾗﾝ)]

電  灯 12年 10月

低圧季節別時間帯別電力 低圧電力   〃
低圧電力Ⅱ 低圧電力   〃
業務用電化厨房契約 業務用   〃
スーパーナイト契約 産業用

業務用
  〃

初回振替契約
(にこにこふりかえプラン)

電  灯   〃

◆部分的な小売自由化のイメージ

自由交渉
　新規参入者
（特定規模電気事業者）

特別高圧受電のお客さま

区域外の電力会社

参入自由
料金規制なし
供給義務なし

契約が成立しなかった場合、最終保障約款による供給

（特定規模需要）

区域の電力会社

(注) 小売自由化の対象(特定規模需要)は，電気の
 使用規模が原則 2000kW以上で，特別高圧で
 受電されているお客さまです｡
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今後とも，志賀原子力発電所２号機の建設や基

幹系統の整備など，安定供給の確保，環境保全，

供給信頼度の維持等の公益事業としての使命を果

たすとともに，北陸電力グループあげて抜本的な

経営改革を断行し，財務体質の改善など経営基盤

の強化を図り，「低廉・良質・安定・クリーン」

な北陸電力ブランドの一層の充実に努めてまいり

ます。

このため，引き続き，以下の利益目標および

北陸電力グループとしての経営目標の達成に

努め，企業価値の向上を図り，地域の皆さま

から信頼され，お客さま，株主の皆さまなど

から選択される企業を目指してまいります。

これら経営課題の達成に向け，以下の４つを柱とする経営効率化に取り組んで

まいります。

（（（（利利利利益益益益目目目目標標標標））））

（（（（ググググルルルルーーーーププププ経経経経営営営営目目目目標標標標））））

 平成１１～１３年度の３年間について ・経常利益２５０億円以上

・ＲＯＡ（総資産利益率）１％

 また，平成２０年度までに ・自己資本比率２５％

　　　　　　　　を目指してまいります

    [[[[売売売売上上上上拡拡拡拡大大大大]   ]   ]   ]   今今今今後後後後５５５５年年年年以以以以内内内内にににに，，，，新新新新規規規規事事事事業業業業ななななどどどど事事事事業業業業領領領領域域域域拡拡拡拡大大大大にににによよよよりりりり，，，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子子子子会会会会社社社社のののの売売売売上上上上高高高高をををを２２２２００００％％％％増増増増

    [[[[業業業業務務務務量量量量削削削削減減減減] ] ] ] 今今今今後後後後３３３３年年年年間間間間でででで，，，，管管管管理理理理間間間間接接接接業業業業務務務務量量量量のののの２２２２００００％％％％以以以以上上上上削削削削減減減減

(注 )ＲＯＡは当期利益の総資産に対する比率で,資産運用の効率性を示す指標
    自己資本比率は自己資本の総資本に対する比率で,経営の安全性を示す指標です。

◆北陸電力ブランド

        

安安安安定定定定

ｸﾘｸﾘｸﾘｸﾘｰーーーﾝﾝﾝﾝ良良良良質質質質

低低低低廉廉廉廉

1.1.1.1.個個個個別別別別提提提提案案案案型型型型ママママーーーーケケケケテテテティィィィンンンンググググ活活活活動動動動のののの強強強強力力力力なななな展展展展開開開開
2.2.2.2.北北北北陸陸陸陸電電電電力力力力ググググルルルルーーーーププププトトトトーーーータタタタルルルルととととししししててててのののの業業業業務務務務改改改改革革革革
3.3.3.3.効効効効率率率率的的的的なななな設設設設備備備備形形形形成成成成とととと運運運運用用用用
4.4.4.4.地地地地球球球球環環環環境境境境にににに優優優優ししししいいいい経経経経営営営営活活活活動動動動のののの展展展展開開開開

H7 H8 H9 H10 H11

経常利益 270 223 245 206 301

ＲＯＡ 0.9 0.5 0.7 0.6 0.5

自己資本比率 19.8 19.4 19.0 19.2 19.4

◆経営指標の推移      (億円，％)
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「電気の効用をお届けする」という理念のもと，電気についての多様なニーズにお応
えする観点から，「個別提案型マーケティング活動」を，地域の皆さまのご協力を得な
がら展開してまいります。
また，お客さまの多様化するニーズや電気のお使い方にお応えするため，新たな料
金メニューのご提供に積極的に努めてまいります。

(1)お客さまニーズに即した個別提案活動の展開

　お客さまの多様なニーズに迅速かつ的確に
お応えするとともに，電気を有効にご利用
いただける，蓄熱機器や２００Ｖ機器の
提案活動を行ってまいります。

a.より魅力的なエコ・エルフ住宅（健康快適
住宅）の提案活動
・当社子会社の「北電営業サービス㈱」
について，本年７月より社名を「北電
アクト㈱」に変更し，クッキングヒーター・
電気温水器等の２００Ｖ機器の販売を
実施し，普及・拡大に一層努めてまいり
ます。
・「エルフショップ」，［お湯ドクター」
および「ｅドクター」の設置，活用によ
る新たなお客さまサービス向上施策の
展開などを図ってまいります。

b.お客さまにメリットとなるトータルな　提
案活動
・蓄熱式空調システム（エコアイス等）
や業務用電化厨房を中心としたトータル
プランの提案
・お客さまの生産性向上や省エネルギー，
耐雷対策など，電気の有効利用に関する
コンサルティングの充実

などに努めてまいります。

１ . 個 別 提 案 型 マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 の 強 力 な 展 開

◆電気有効利用に関するｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ件数

0

500

1,000

H9 H10 H11

(件)

◆「エルフショップ」，「お湯ドクター」
および「ｅドクター」の設置

名称

(実施年月)

[店舗数]

概要

エルフショップ

(12 年 6 月)

[対象約 3,200 店]

ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰや電気温水器などの 200V　機

器の販売取扱店を「ｴﾙﾌｼｮｯﾌﾟ」と命名

・200V 機器についてのお客さまからの

ご相談，ご要望への対応

お湯ドクター

(12 年 7 月)

[約 150 店]

電気温水器ﾒﾝﾃﾅﾝｽ店を「お湯ﾄﾞｸﾀｰ」と

命名

・電気温水器に関する水廻り全般や

電気配線等についての，お客さまから

のご相談，ご要望への対応

ｅドクター

(12 年 7 月)

[当初 42 店

 (今後順次拡大)]

住宅電気設備に関するサービス店を

「e ﾄﾞｸﾀｰ」と命名

・住宅電気設備に関する診断，ご相談へ

の対応

・契約容量変更等の申込取次，ご相談等
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(2)新たな料金メニューのご提供

　多くのお客さまから，料金制度や
メニューについての貴重なご意見を頂い
ております。

こうした，多様化するお客さまのニーズ
や電気のお使い方にお応えするため，
新たな料金メニューの充実に努めており
ますが，今回の改定にあたりましても，

・稼働率や夜間率が高いお客さまにお応
えするメニュー

・お客さまのご協力による当社の事業
運営の効率化を反映するメニュー

・その他，多様化するお客さまニーズに
お応えする料金メニュー

などの新メニューをご提供いたしており
ます。

(3)インターネット受付の導入

本年１１月を目途に，ご家庭用の
お客さまを対象として，インターネッ
トによる電気ご使用に関する申込受付
を一部地域で実施してまいります。

来年には当社エリア全域に拡大する
予定であり，今後とも一層のお客さま
サービスの向上に努めてまいります。

(4)北陸地域の発展に資する諸活動の推進

・北陸経済連合会等との連携による
日本海国土軸の拠点形成を目指した
活動の推進

・地域産業振興のお役に立つ電気利用
技術の研究

・お客さまの効率的なエネルギー利用
への可能性を検証するための，分散型
電源の実証試験の実施

などに努めてまいります。

◆お客さまから寄せられたご意見（例）
・色々な生活様式があるので，いくつかのメニューの中から
選べると良い。

・土日の操業や，高稼働をもっと評価するメニューが欲し
い。

・電気を利用したクリーンな熱源等による使用量の増加に対
して，割引制度を設けて欲しい。

・夜間時間帯をもっと利用しやすい時間帯に拡大して欲し
い。

◆新たな料金メニューの概要
　(自由化対象以外のお客さま向け)
料金メニュー 内　容
季節別時間帯
別電灯
(ｴﾙﾌﾅｲﾄ 10)

夜間（22 時～8 時の 10 時間）や夏季以外の
季節のご使用を増やしていただくほど，
電気料金がお得になる制度です｡

[付帯措置]
200V電化契約
(ｴﾙﾌ V ﾌﾟﾗﾝ)

ｴﾙﾌﾅｲﾄ 10 にご加入いただいているお客さま
で，給湯設備・厨房設備および空調設備に
要する熱源を電気でまかなうお客さまに
対する割引制度です。

低圧季節別時間
帯別電力

お客さま設備の稼働状況を向上していただ
くほど，電気料金がお得になる制度です。

低圧電力Ⅱ 電気のご使用の頻度が少ない場合などにも
お得になるような制度です。

業務用電化厨房
契約

一定規模以上の電化厨房機器をお使いいただ
いているお客さまに対する割引制度です。

ｽｰﾊﾟｰﾅｲﾄ契約
(産業用,業務
用)

お客さま設備の稼働状況を向上していただく
とともに，夜間のご使用を増やしていただく
ほど，電気料金がお得になる制度です。

初回振替契約
(にこにこふりか
えプラン)

口座振替（初回振替）により電気料金を
お支払いいただく場合の割引制度です。

◆インターネット受付（ご家庭用）

○インターネット経由により，
    電気の使用に関する申込
  みを受付

【PIﾈｯﾄPC】

②北陸電力ホームページ

【ホームページサーバ】

③お申込み内容の確認

○お客さまからの
    お申込み内容確認・
  受付処理

お客さまサービス課

 ○Ｅ-メールにより
      お客さまへ受付結果
    を連絡

①お申込み

ご家庭のお客さま

インターネット

・引越しのお申込み
 （再使用，ご契約の
廃止）
・契約アンペアの変更
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北陸電力グループの総合力向上により価格競争力を強化するため，グループ体制をより
効率的な業務システムに再構築するとともに，ＩＴ（情報技術）などの活用により効率
化を推進し，グループ経営目標の達成を目指してまいります。

業務効率の向上などにより，

を目指してまいります。

(1)グループ体制の再構築

子会社業務を，競争市場向け業務
（フロンティア業務）と電気事業補完
業務（パートナー業務）に分類，再編
するとともに，当社および子会社の管理
間接業務の集中化を図ってまいります。

a.フロンティア業務

フロンティア業務を担う各社において，
新規市場開拓による収益の拡大を目指
します。

b.パートナー業務

本年８月以降，パートナー業務を順次
分離し，「北電パートナーサービス㈱」
に集約しております。

c.管理間接業務の集中化

・本年７月以降，会計業務の集中化

・１２年度中に，資金の運用・管理
業務の集中化

・来年度以降，労務，購買業務等の
集中化

など管理間接業務の集中化を，順次
拡大してまいります。

２２２２ .... 北北北北 陸陸陸陸 電電電電 力力力力 ググググルルルルーーーーププププ トトトトーーーータタタタルルルルととととししししててててのののの業業業業務務務務改改改改 革革革革

当社従業員数を平成１３年度末までに
３００人削減
（平成１０年度末基準：転籍者含む）

◆期末人員と採用人員の推移

0

50

100

150

200

250

300

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13
5,000

5,200

5,400

5,600

5,800

採用数
期末人員採用(人) 期末(人)

(▲300人)

諸経費を年間約１０億円削減

（平成１１年度対比）

◆グループ体制の再構築の概念図

フロンティア業務(事業)
→ 徹底的な収益追求により

企業価値を向上

電気事業

  パートナー業務
 → 徹底的なコストダウン
    により企業価値を向上

子会社
業務

２
つ
に

分
類
・
再
編

管理間接
業務
の集中化
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(2)本店機構改革の実施

業務プロセス再構築の成果を踏まえ，

本年７月に本店の機構改革を実施し，

・戦略機能強化と組織効率向上をねらい，

１８室部を１６部に統廃合

・機動的・弾力的な組織運営や効率的な

要員配置を可能とする「チーム制」の

導入

を行いました。

(3)ＩＴ（情報技術）を活用した効率化の推進

・自主自律的経営を目指した経営管理

システムの構築

－財務会計に管理会計の機能を付加

－管理ツールの充実を図り，自律的活動

を支援

・工事計画立案から，発注，契約，清算に

至る事務の一貫処理及び企業間連携強化

を目指したネットワークシステムの構築

・発電所や変電所などの設備保全管理

システムの構築

・子会社も含めたトータルでの管理間接

業務の集中化に資するシステムの構築

・パソコンの機能向上による業務処理の

迅速化

などにより，グループトータルでの業務処理の

効率化とスピードアップを図ってまいります。

なお，上記のシステム開発にあたりまし

ては，システム間連携の最適化，データ

管理の一元化，開発コストの最小化などの

観点から，最新のパッケージソフトの採用

も検討してまいります。

◆ＩＴを活用した仕事のやり方

デデデデーーーータタタタベベベベースｰスｰスｰス

イイイインンンンタタタターーーーネネネネッッッットトトト

間接部門 発電部門 流通部門流通部門 販売部門販売部門

おおおお客客客客ささささままままへへへへのののの
ササササーーーービビビビスススス向向向向上上上上

情 情 情 情 報 報 報 報 共 共 共 共 有 有 有 有 化化化化

(社外)(社外)(社外)(社外)

モモモモババババイイイイルルルルパパパパソソソソココココンンンン

子子子子会会会会社社社社 子子子子会会会会社社社社

ス ス ス ス ピ ピ ピ ピ ー ー ー ー ド ド ド ド 経 経 経 経 営営営営

＜経営管理ツール＞

・事業分野別 損益計算書

　　　　　　 貸借対照表

　　　　　　 キャッシュフロー計算書

・業績評価指標（収益性，公益性，成長性の各指標）

・ＡＢＭ（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ﾍﾞｰｽでの管理）
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志賀原子力発電所２号機の建設や基幹系統の整備を進めるなど，安定供給の確保，供給
信頼度の維持，環境保全の使命を果たしつつ，低稼働経年石油火力発電所の計画停止や，
新技術・新工法の採用による流通設備形成など，長期的観点に立って費用対効果を追求し，
設備投資・修繕費の削減と設備全般にわたる効率的な運用に努めてまいります。

電源開発および主要流通設備整備計画

安定供給の確保，供給コストの低減および
環境保全の観点から，原子力，高効率石炭火力
などバランスのとれた電源多様化を推進
するとともに，信頼性と経済性を重視した
電力流通設備の整備を行ってまいります。

(1) 設備投資・修繕費の削減

＜設備投資額＞

設備投資基準の見直し，設備仕様の見直し，
工法の改善などにより，

を図りますとともに，内部留保の充実により

外部資金比率の低減に努めてまいります｡

なお，本年６月に南条変電所が運用を開始

いたしましたが，本工事にあたっては，分解

輸送型変圧器や高性能避雷装置の採用など，

新技術・新工法により，信頼度を確保しつつ

コスト低減に努めております。

３３３３．．．．効効効効 率率率率 的的的的 なななな 設設設設 備備備備 形形形形 成成成成 とととと 運運運運 用用用用

◆設備投資額の推移
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1,200
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1,600

H10 H11 H12 H13 H14

(億円)

H11 計画

H12 計画

 これまでの成果として
・設備投資額は H10～H19 の１０年間で
平成９年度計画対比１５％以上削減の見通し

・流通設備は，H10～H12 の３年間で
平成９年度計画対比２５％以上削減の見通し

 上記を踏まえ，今後は新たに
・設備投資額を H12～H14 の３年間平均で
１,３５０億円以下に抑制

・流通設備は，H12～H14 の３年間平均で
４００億円以下に抑制

◆電源開発計画

電源種別 地点名 最大出力

(万 kW)

使用開始

年　月

原 子 力 志賀２号 １３５.8 18－３

石炭火力 敦賀２号 ７０ 12－10

◆主要流通設備整備計画

件　　名 電圧(kV) 使用開始年月

志賀中能登線新設 ５００ 16－11

能 越 幹 線 新設 ５００ 17－６

◆南条変電所（平成 12 年６月運用開始）
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＜修繕費＞

設備余寿命診断の徹底による点検周期の延長，
経年石油火力発電所の計画停止（本年４月
から富山火力２号機を停止）などにより，

を図ってまいります｡

(2)供給信頼度の維持

・送配電線の雪害･雷害対策等の実施

・雷･気象情報システムの活用

などにより，これまでに停電時間・回数の
軽減に努めてまいりました｡

今後とも

・事故時･非常時等におけるリスク管理の徹底

・グループあげての専門技術力のさらなる向上

(13年度に火力保守技術研修センターを設置)

・請負工事関係者を含めた自主保安体制の確立

などにより，供給信頼度の維持に努めてまい
ります｡

(3)需給安定と効率的運用

・安全を最優先とした志賀原子力１号機の運転，
防災体制の充実

 (本年６月原子力事業者防災業務計画届出)

・受電会社の需給安定と当社設備の有効活用を
図る広域融通の実施

などにより，需給安定と効率的な運用に努め
てまいります。

また，燃料の調達にあたっては，安定確保
に配慮しつつ，競争見積りの実施などにより，
経済的な調達に努めてまいります。

　◆雷･気象情報システム

おおおお客客客客ささささまままま

日日日日本本本本気気気気象象象象協協協協会会会会((((金金金金沢沢沢沢))))

端端端端末末末末 ＦＦＦＦＡＡＡＡＸＸＸＸ

北北北北陸陸陸陸電電電電力力力力

気気気気象象象象観観観観測測測測装装装装置置置置

落落落落雷雷雷雷位位位位置置置置標標標標定定定定

雷・気象情報計算機

音声装置

***** ** ** ** ********** ** ** ** ** * * * ********

ﾚー ﾀ゙ ｰ
ｱﾒﾀ゙ ｽ等
(気象庁)

気象計算機

二二二二重重重重偏偏偏偏波波波波
ﾄﾄﾄﾄ゙゙゙゙ ｯｯｯｯﾌﾌﾌﾌ゚ ﾗ゚ﾗ゚ﾗ゚ﾗーーーー ﾚﾚﾚﾚーーーー ﾀ゙ﾀ゙ﾀ゙ﾀ゙ ｰーーー

北北北北電電電電経経経経営営営営情情情情報報報報
ｻｻｻｻーーーー ﾋﾋﾋﾋ゙゙゙゙ ｽｽｽｽｼｼｼｼｽｽｽｽﾃﾃﾃﾃﾑﾑﾑﾑ

気気気気象象象象台台台台((((富富富富山山山山))))

雷雷雷雷セセセセンンンンササササーーーー装装装装置置置置

端端端端末末末末

　◆修繕費の推移
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 これまでの成果として
・修繕費は H10～H12 の３年間で
平成９年度計画対比１０％以上削減の見通し
・流通設備は，H10～H12 の３年間で
平成９年度計画対比７％以上削減の見通し

 上記を踏まえ，今後は新たに，
・修繕費を H12～H14 の３年間平均で
５７０億円以下に抑制
・流通設備は，H12～H14 の３年間平均で
２３０億円以下に抑制

(注)当社のｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどでも,雷情報がご
覧いただけます。
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
 http://www.rikuden.co.jp/hopes/menu.htm
・ﾃﾚﾎﾝｻｰﾋﾞｽ   076-444-5656(ｺﾞﾛｺﾞﾛ)など
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本年１１月に開催されるＣＯＰ６において京都メカニズムの実施に向けた具体的制度
の合意を目指すこととなっているなど，地球環境問題への対応が重要となっています。
当社としても，環境との調和,循環型社会への取組みを社会的使命と考え,原子力の推進や
海外植林などによる温室効果ガスの削減，地域の皆さまと一体となったリサイクル活動の
推進やグリーン電力制度の導入など，環境保全に資する様々な取組みを,グループをあげて
積極的に展開してまいります｡

(1)温室効果ガス削減のための環境施策

a.原子力の推進

・志賀原子力１号機の安定・安全運転に
よる利用率の向上

・志賀原子力２号機建設工事の着実な
推進(平成 18 年 3 月運転開始予定)

b.自然エネルギー開発の推進と普及への
支援

・風力発電，太陽光発電の普及に資する
グリーン電力制度の導入

・関係会社による小水力の継続的開発

c.海外植林の推進や地球温暖化問題に
関する研究

・海外研究植林の推進(本年4月から豪州
ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ大学との共同研究実施)

・ＣＯ２削減に資する研究

などにより，ＣＯ２排出量の抑制に努めて
まいります｡

(2)環境マネジメントシステムの水平展開

国際規格認証(ISO 14001)取得につきまし
ては，富山新港火力発電所(平成 10 年 5 月)，
志賀原子力発電所(平成11年 12月)に続き，
平成 12 年度は，武生支社において取得を
目指してまいります。
　また，これまで火力発電所や支店におい
て実施してまいりました環境マネジメント
システムの水平展開を，引き続き支社でも
行うなど，環境保全活動をより効果的に
実施してまいります。

４.地 球 環 境 に 優 し い 経 営 活 動 の 展 開

◆電力量あたりのＣＯ２排出量の推移
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◆グリーン電力制度の概要

拠出

ｸﾞﾘｰﾝﾗﾍﾞﾙ、運用報告
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H18 /3
志賀原子力 2号機
運転開始予定

(参考)環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の概要

環境方針・環境管理計画を策定･実行･点検・是正･

評価した上で,その取組みを継続的に改善していく

システムです。

平成８年に国際標準化機構(ＩＳＯ)や日本工業規格

（ＪＩＳ）により規格化されました。
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(3)省エネルギーの推進

・自社施設の省エネルギーの推進

・ワンダーラボ（エネルギー科学館）など
での省エネルギーＰＲ活動

などを実施してまいります。

(4)リサイクル活動の推進

・本年６月には，地域の企業とともに，機密・
保存文書リサイクル事業に取り組む新会社
「㈱ジェスコ」を設立

・生ゴミの回収から堆肥化，農業への利用，
農産物の購入に至るまでのリサイクルシス
テムの構築

　など，地域の皆さまと一体となってリサイクル
活動を推進してまいります。

(5)その他環境保全活動の推進

・小型電気自動車の活用と研究継続

・石炭灰など，発電･送電･配電の各分野か
ら発生する産業廃棄物の有効利用

・グリーン調達の推進

などにより，環境保全に努めてまいります。

(参考)グリーン調達について
商品やサービスを調達する際に,価格・機能・品質

だけでなく,省資源・省エネルギー,再使用・リサイクル

可能であるなど,環境への負荷ができるだけ少ないも

のを選んで調達することです。

当社は，この経営効率化計画を着実に実施し,「低廉・良質・安定・クリーン」な電力の供給に
努めてまいります。
今後とも，情報窓口やインターネットを通じて積極的な情報発信に努めてまいりますとともに，

お客さまとの対話活動等により広くご意見をいただき，迅速に当社の経営に反映してまいりたい
と考えております。
引き続き，当社の経営活動に対して，ご理解とご協力をたまわりますようお願いいたします。

お気軽に下記フリーダイヤル，インターネットをご利用下さい。
 フリーダイヤル               ０１２０－１６７５４０
（全店共通で最寄りの支店・支社の情報窓口につながります）
 インターネットホームページ   http://www.rikuden.co.jp/
 Ｅ－Ｍａｉｌ                 pub-mast@rikuden.co.jp

　株式会社「ジェスコ」の概要
1.設立日：平成 12 年６月１日

2.資本金：5,000 万円（当社出資比率 50％）

3.事業内容

・機密・保存文書等の機密消滅処理サービス

・機密・保存文書等の保管サービス

・再生紙製品類の販売

◆機密・保存文書リサイクルシステム

保 管・選 別
機密消滅処理施設

ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ ｺﾋﾟｰ用紙 ファイル類

ﾕｰｻﾞｰ事業所

消費者

分別済みの
機密文書

未分別の機密
・保存文書

現地処理の
機密文書

移動処理車

製紙会社

販売

購入

http://www.rikuden.co.jp/


（参考資料）

１．電気料金の推移
電気料金をこれまでの１４年間で２５％以上引下げました。
今回の引下げを含めると，３０％程度の引下げとなります。
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２．労働生産性（１人あたり販売電力量）の推移
昭和４０年度に比べ，１人あたりの販売電力量は３倍以上となっています。
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・昭和５５年４月の水準を１００としています。
・平成８年１月改定より燃料費調整制度が導入されました。



４．環境対策工事費の推移
火力発電所等の環境対策に努めてまいりました。
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  億円

・環境対策工事費が，平成９年度に比べ，10 年度，11 年度と減少しておりますのは，七尾
大田火力２号機および敦賀火力２号機の工事の完了によるものです。

　なお，敦賀火力２号機の環境対策工事費は，３４０億円程度で，総工事費に占める比率は
２７％程度となります。

３．お客さま一戸あたりの年間停電時間・回数
送配電線の雪害対策等により，停電時間・回数の低減に努めてまいりました。
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